
令和6年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
学校関係者記入欄
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・総合的な学習では、様々なことを考え、学びにつながり、子供たちの意欲向上につ
ながっているのを感じます。
・なわとびタイム、持久走タイムの設定も体力向上につながり、運動会でも十分に成
果が発揮されていました。
・学習授業だけではなく、いろいろな体験活動（町探検、留学生との交流等）を実施
し、児童の知的好奇心を伸ばして社会のことを広く知る機会を与えるよい取り組みで
あると思う。
・英語教育では年２回東工大を訪問し留学生と英語でコミュニケーションをとってい
る。
・PC教育では低学年でタッチペンやローマ字入力、中学年では画面分割など応用的
な学習をしている。
・70周年記念展覧会では版画を通じて日本史を、海のモチーフを通して理科や和紙
工芸を学べていた。多摩地域の廃材の木材を活用する体験活動がみられたし、家庭
科ではミシンをうまく使いこなしていた。
・「分かった」や「ひらめき」が増えることは、児童がより一層、学習に取り組む意欲に
つながるきっかけとなると思われる。また、留学生との生きた英語を使ったコミュニ
ケーションを図る機会があることは、児童にとって、様々な考え方、表現の仕方を学ぶ
ことにもなり、これからの社会に対応する力を着実に身に付けていると考えられ、今
後も継続的な取組みを期待する。
・研究発表会の資料を見て、話すこと聞くことの大切さ、また伝えるときの工夫や自分
の考えをもつことを様々な体験を通して学習していることがよく分かりました。
・体力向上についても、限られたスペースで学年ごとに時間を分けるなどして、思い切
り体を動かせる環境を作っていてよいと思いました。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

３：
８５％
以上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

１：
７５％
以下

各教科を通してコミュニケーション能力の
育成を目指して指導の工夫を行い、言語
活動の充実を図る。
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〇「未来社会を創造的に生きる子どもの育成～教科横断的な
視点を中心としたカリキュラム・マネジメントの推進～」を研究
主題として設定し、他教科で身に付けた資質・能力を総合的
な学習の時間や生活科で意図的に活用させることで、子供の
「分かった」や「ひらめき」が増えるのではないか、という研究
仮説のもと、研究を進めている。重点的に身に付けさせたい
資質・能力を目標にした国語科の単元をピックアップし、指導
時期や配列を整えて単元配列表を作成した。12月には研究
発表会を行った。
〇全校児童が東京工業大学留学生と交流した。外国語教育
指導員を効果的に活用し、自己紹介や学校紹介、ゲームなど
を通して生きた英語を使ったコミュニケーションを行うことがで
きた。
〇「一校一取組」として体力向上を目指し、なわとびタイムや
持久走タイムを設定した。朝会や休み時間、授業などで全校
で取り組み、体力向上や記録向上を目指している。
〇体力テストの記録を毎年学校保管（キャリアパスポートファ
イル内に）することで、昨年度からの記録の伸びを児童自らが
確かめ、体力向上への意欲を高めたり、成長を感じられたり
できるようにしている。
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

１２月に実施する保護
者アンケート項目「望ま
しい人間関係を築ける
ようにしている」の肯定
的回答の割合

４：
９５％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

・図書館では１年に17,000冊の本を貸し出したり、蔵書も豊富に取り揃えてある。
・運動会でも昔遊び会でも必ず多くの先生がしっかり子供たちの安全に気を配ってい
る。
・５組（特別支援学級）体育の授業は児童全員がとても楽しそうに運動していた。
・全教員が他校の教育や指導法を学び、授業改善に活かしていることやOJT研修を
実施し、教員同士で指導力向上を図っており、良質な教育環境の構築に努めている
と感じる。
・先生方がOJT研修や研究授業への出席など、常に指導力向上に努力されていると
感じました。
・保護者アンケートでの声を授業に生かしているということに、先生方は子供たちによ
りよい学びの環境作りをされているのだと思いました。

○自己肯定感を高める工夫や互いを認め合う学級集団
づくり、いじめの早期発見・早期対応の徹底、不登校児
童に対するきめ細やかな対応、生命尊重週間における
企画委員児童によるスローガン（洗小ニコニコ平和宣
言）作成などの取組みを行ってきた。
〇道徳教育推進教師による校内研修を実施した。
〇中学校やPTAと連携した「洗小のきまり」の作成によ
り、小学校と中学校、学校と保護者が同じ基準で児童の
指導にあたれるようにしている。
〇各学期に１回は「気持ちの良い挨拶」を生活目標とし
て設定したり、環境委員会児童による挨拶当番を実施し
たりして、児童がすすんで挨拶できるような取組みを続
けている。
〇いじめ対策・不登校対策委員会を随時開き、様々な問
題に組織的に迅速に対応することを徹底している。
〇QUアンケートを全学年で２回実施し、児童の学級に対
する満足度をもとに、よりよい人間関係の構築を図る方
法を学ぶコンサルティングを全学級担任が今年度２回受
けた。児童のコミュニケーション能力の向上や学級にお
ける人間関係づくり、よりよい学級経営に活かされてい
る。
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〇授業公開日の保護者評価を分析し授業改善に生かし
ている。
○全教員が年に２回以上、他校の研究授業に出席し、
先進的な教育や指導法を学び、自身の授業改善に生か
す努力をしている。
○校内委員会を月1回以上、定期的、計画的に実施して
いる。様々な課題を抱える児童について、課題があると
きはすぐに委員会を開き、関係諸機関とも連携して課題
解決を図った。
○校内では、OJT研修として、職層の異なる教員がグ
ループになり、それぞれの授業を見合って授業改善に取
り組むメンターシップ研修や、経験豊富な教員が若手の
教員に指導技術や校務分掌について指導するスキル
アップ研修を実施し、教員の指導力向上を図っている。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

Ｂ

Ｃ

Ｄ

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・主体的・対話的で深い学びにつながる授業づくりの実践ということで、授業を参観さ
せていただいた際に、とてもいい授業を感じました。
・タブレット等ＩＴ機器に小学生のころから慣れ親しむことは、これからの社会では必須
なことであろう。
・欠席児童が１名であっても先生は的確なタイミングでリモート画面のほうも向き合い
丁寧に授業していた。
・学級閉鎖でも担任の先生がハンドカメラにＰＣ３台を駆使し家庭で授業を受ける子た
ちが楽しめるようにしていた。
・一年生の音楽では全員歌詞を暗唱して歌っていた。
・四年生の国語ではＰＣ化社会で混乱しがちな同音異義語を指導していた。どの学年
も静かに集中して学習していた。
・全学年において、習熟度別による少人数算数授業を展開し、一人ひとりきめ細かい
指導を行うことは、誰一人取り残すことなく、学ぶ意欲の向上、確かな学力の定着に
努めていると感じる。
・少人数による算数授業は、低学年からそれぞれの理解度に寄り添う指導にきめ細
かさと子供たちの学習意欲につながると感じました。また、タブレット端末を使っての
取り組みに、ICT教育との結びつきを感じました。

〇大田区学習効果測定（４年生以上）の結果をもとに、
個人面談で学習の達成度や今後の学習方法などにつ
いて保護者と確認を行った。
〇１年生から６年生までの全学年において、習熟度別に
よる少人数算数授業を展開し、きめ細かい指導で確実
な定着を図った。また、タブレット端末を使って、算数ス
テップ学習に取り組み、児童一人一人の学習行動、到達
度を定期的に確認し、夏の個人面談を通じて進捗状況
を保護者に知らせた。
〇学期に１度全教員に授業観察を義務付け、主体的・
対話的で深い学びにつながる授業づくりの実践を行っ
た。授業改善の視点を明らかにして、授業のフィードバッ
クを丁寧に行った。

・自己肯定感を高めることは、保育園よりとても大事な点です。
・地域全体で、子どもたちの健やかな成長の手助け、責任をもって関わっていきたい
です。
・授業参観で感心したのは、教師が一方的に教えるのではなく、児童に考えているこ
とを発言させ、皆と様々な意見交換をするのは自己肯定感や互いを認め合うというた
めによい教育方法だと思う。
・ユニバーサルデザインが定着している。体育館で行われた70周年記念展覧会では
舞台中央に５組（特別支援学級）児童が作成した巨大なこきちくん（70周年キャラク
ター）作品を配しており、５組の個人作品も会場中央にディスプレイしてあった。
・どの学年の授業も、どのような発言も皆が真剣に聞いており、けっして友達の意見を
茶化したり笑ったりしないことに感心した。
・挨拶は社会生活を営むにあたって、重要な要素であると感じるが、定期的な挨拶運
動の取り組みは児童に挨拶の重要性を気付かせる上で、特に大切なことであると思
う。また、他委員会の企画など児童が率先して様々な取り組みにあたっていることも
児童の自己肯定感を高めることにつながっていると感じる。
・朝、校門の所で委員の児童が登校してきた児童たちに元気よく挨拶している姿を見
かけたことがあり、とても気持ちよく感じました。子供同士ではより自然と挨拶が出てく
るように思いました。

・生活習慣は家庭の協力がとても大事ですね。新型コロナウィルス５類化になり、でき
るようになった今、体力向上等に向けても、改革のチャンスだと思います。
・洗足池公園への徒歩遠足で脚力を強化している。
・低学年で背筋をぴしっと伸ばす姿勢が全員身についている。
・運動会では女子も応援団で活躍したりダンスもきびきびしていた。徒競走では今ど
のグループが走っているかを中央で常に児童が表示し、このような気配りは洗足池小
で見たのが初めてだった。
・「早寝・早起き・朝ごはん」といった生活習慣の確立を促すことは、体力づくりをはじ
め、児童の健全育成につながるものであると感じられるため、今後も家庭との協力を
得つつ続けていただきたいと思った。
・今年度の小学生駅伝大会で大躍進とのお話を伺い、日頃の体力向上の取り組みが
つながったものと思いました。
・「食」への理解を深めたり、運動習慣を確立することなど、生活面への取り組みも充
実していると感じました。

○6月と10月に行った「早寝・早起き・朝ごはん」の取組
みでは、児童に望ましい生活習慣が確立できるよう、家
庭に協力を仰いだ。
○「体育・健康教育授業地区公開講座」では、食育に焦
点を当て、管理栄養士を招き、給食など児童にとって身
近な「食」を中心に講演をしていただいた。
〇休み時間は、学年ごとに遊び場所を分けることで、児
童が思い切り体を動かせるように工夫している。また、体
育朝会を年に３回実施し、体育主任や運動委員会児童
が楽しい運動を紹介し、児童の運動習慣の確立を目指
している。
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児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

オリンピック・パラリンピック教育において、
体験や交流活動を取り入れ、重点的に育
成すべき５つの資質を育てる。

経験年数・職層の異なる教員のペアを組
み、メンターシップ研修を行うことで、メン
ティーは学習指導力を、メンターは指導・助
言の能力を高める。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

子どもたち一人一人が誰にでも明るく、元
気に挨拶ができるよう指導を工夫する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。
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成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

東京工業大学・地域と連携した教育活動を
充実させる。
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２：
８０％
以上

１：
７０％
以上
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１１月に実施する児童
の学習・生活アンケート
の項目「毎日学校で生
活することが楽しい」の
肯定的回答の割合

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○学校だよりや学年だよりを毎月ホームページに更新し
たり、学校生活での様子を月に２回のペースでホーム
ページで公開したりして積極的に情報を発信している。
〇学校だよりの充実を図るために、紙面に写真を複数
掲載したり、地域の方の目に留まる工夫や内容を盛り込
んだりした。
〇学校支援地域本部の方が１～３年生の全学級で本の
読み聞かせを定期的に行ったり、呑川の会、地域の商
店、各分野の専門家などの外部の人的資源を積極的に
活用し連携して授業を行ったりして、地域の力を教育活
動に生かしている。
○東京工業大学留学生との交流では、留学生による出
身国についてのプレゼンテーションを聞くことができ、英
語によるコミュニケーション力の向上だけでなく、国際社
会理解や異文化理解につながる充実した教育活動を行
うことができた。

・学校だよりでは、写真も多く掲載されとても分かりやすく、内容も充実していました。
・地域では東工大の留学生等との交流もでき、人種や言語の違い等を理解し、国際感覚を身
に付けることができるとともに、洗足池や呑川など自然とも触れ合う環境があり、地域と一体と
なって進める教育が可能な環境だと思う。
・千束地区青少対策委員会に対しては一年を通じてカレー作りや映画会、手作り・木工教室な
どに洗足池小児童に参加していただいている。
・千束地区スポーツ祭りには、事前準備から当日参加に至るまで、伊藤校長先生と地濃副校
長先生をはじめ先生方とPTAの皆さまの多大なご協力をいただき無事に開催できた。
・70周年行事では千束地区民生委員児童委員と児童が昔遊びでつながり楽しい時をご一緒
できた。
・学校だよりは、当月のトピックスや写真、また「洗小江戸しぐさ」といった誌面を読みたいと思
わせる項目が多々あり、いつも楽しみにしている。また、紙面の他、地域力推進千束地区委
員会や各種行事の場においても、地域の方々へ、学校の状況等をお知らせいただいており、
地域に開かれた学校を目指されていると常に感じている。
・ホームページで学校の様子を紹介してもらえるのは、地域の人など学校外の人にも目にとま
りやすくてよいです。
・東工大留学生との交流、呑川や地域について学ぶことは、この地域ならではの特色が活か
されて子供たちの視野も広がるよい機会と思いました。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

B

Ｃ

Ｄ

4

学校公開日の保護者ア
ンケートで「分かりやす
い授業をしている」「活
動が充実している」の２
項目のＡ評価

１２月に実施する保護
者アンケートの項目「体
力の向上と危険防止の
方法を身に付けさせて
いる」の肯定的回答の
割合

３：
５５％
以上

２：
５０％
以上

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

主体的・対話的で深い学びにつながる授
業づくりを工夫する。

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

目標に対する成果指標

２：
７５％
以上

４：
９３％
以上

１：
７５％
以下

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

３：
９０％

令和５年度　大田区立洗足池小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

◆教育目標　◎やりぬく子　◎考える子　〇思いやる子　〇元気な子
★目指す学校像　・「よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る」という理念の実現を目指す学校　・常に改革の意識をもち、直面する課題を正面から受け止め、課題解決に邁進する熱意にあふれた学校

★特色ある教育活動　・校内研究「未来社会を創造的に生きる子どもの育成」～「未来創造プログラム」作成のためのカリキュラム・マネジメントを通して～
・国際理解教育　・放課後算数クラブ　・土曜算数クラブ　・読書タイム　・完全ノーチャイム　・２５分間の休み時間　・たてわり班活動　・洗小江戸しぐさ　・夏休みわくわくスクール　・学校支援地域本部（スクールサポート洗足池）

１２月に実施する保護
者アンケート項目「学習
したことを理解してい
る」の肯定的回答の割
合

４：
９２％
以上

４：
９５％
以上

３：
８５％
以上

２：
７５％
以上

４：
９５％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

４：
６０％
以上

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

１２月に実施する保護
者アンケート項目「教育
活動に地域の力を生か
している」の肯定的回
答の割合

１：
５０％
未満


